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2005（H17）県立高校入試解説

問１．

(ｱ) 6－(－3)＝6＋3＝9

(ｲ) 8＋5×(4－6)＝8＋5×(－2)＝8－10＝－2

(ｳ) － ＋ ＝－ ＋ ＝

(ｴ) 20a
2
b

3
÷(－ 5ab

2
)＝－ ＝－ 4ab

(ｵ) (2x ＋5)－ (4x ＋3)＝ ＋ － － ＝

(ｶ) ＋ ＝ ＋ ＝

(ｷ) (x －2)2 －(x ＋3)(x －3)＝ x2 －4x ＋4－(x2 －9)

＝ x2 －4x ＋4－ x2 ＋9 ＝－4x ＋13

問２．

(ｱ) (x － 3)(x ＋ 2)－ 6 ＝ x
2
－ x － 6 － 6 ＝ x

2
－ x － 12 ＝(x － 4)(x ＋ 3)

(ｲ) (x － 7)2 ＝ 13 x － 7 ＝± x ＝ 7 ±

(ｳ) y ＝ ax
2

x － 3 － 1 変化の割合は y の増加量 a － 9a

y 9a a x の増加量 － 1 －(－ 3)

－ 4a ＝－ 12 より a ＝ 3

(別解) 変化の割合＝(－ 1 － 3)× a ＝－ 4a

(ｴ) ＝ n ＝ 21

(ｵ) △ BCD で，

BE ＝ ED，BF ＝ FC だから，

中点連結定理より，

DC ＝ 2 × EF ＝ 2 × 5 ＝ 10 (cm)

△ AEF で，

AD ＝ DE，DG // EF より，

△ ADG ∽△ AEF，相似比 1：2 より

DG ＝ ＝ (cm)

よって，CG ＝ 10 － ＝ (cm)
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問３．

(ｱ)二次関数 y ＝ ax2 の式を求める

→ 式にグラフが通る点の座標を代入する

A の x 座標が－ 2 より

y ＝ x2 に代入して、y ＝ 4

A(－ 2，4)，B (2，4)，D (2，0) となり

BD：DC ＝ 4：1 より，C (2，－ 1)

点 C は y ＝ ax
2
上の点より，C(2，－ 1)を代入

－ 1 ＝ 4a よって，a ＝－

(ｲ)２点を通る直線の式を求める

→ グラフからよみとる

A(－ 2，4)，D (2，0)より

傾きは、４コイッテ４サガルので－ 1

切片は真ん中になるので 2

y ＝－ x ＋ 2

(ｳ)面積の等しい三角形

→△ ABC と△ AEC は底辺を AC と考えれば共通なので面積が等しくなるには，

高さも等しくなればよい。

→高さが等しくなるには，AC¥EB になればよい。

→平行になるには傾きが等しければよい。

直線 AC の傾きは、A(－ 2，4)，C (2，－ 1)より４コイッテ５サガルので －

直線 EB の傾きが－ になるときの点 E の座標を求めるには，

方法①：直線 EB は２コイッテ○サガッテいるので ○は５の半分で

B (2，4)より 4 ＋ ＝ よって，E(0， )

方法②：直線 EB を y ＝－ x ＋ b とおき，B (2，4)を代入すると，

4 ＝－ × 2 ＋ b b ＝ よって，E(0， )
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問４．

小

１ ２ ３ ４ ５ ６

大 １ ☆ ● ● ●

２ ● ○ ○

３ ○ ☆ ● ●

４ ● ● ○

５ ○ ☆ ●

６ ● ● ○ ●

(ｱ)A から F へ行くには，②と③，②と⑤，④と⑤に実線が引かれるとき，

該当するのは「○」の６通り 確率は ＝

(ｲ)C から F へ行くには，①のみ，③のみ，⑤のみ，「☆」の 3 通りと，

①と②，①と④，①と⑥，③と④，③と⑥，⑤と⑥に引かれるとき，「●」の 12 通り

合計 15 通りなので， ＝

問５．

(ｱ) n ＝ 1 のとき，点の個数は，2
2
× 2 － 1 ＝ 7

n ＝ 2 のとき，点の個数は，32 × 2 － 1 ＝ 17

n ＝ 4 のとき，点の個数は，5
2
× 2 － 1 ＝ 49

(ｲ) n ＝ x のとき，点の個数は，(n ＋ 1)
2
× 2 － 1 (個)で表されるから，

2 (n ＋ 1)2 － 1 ＝ 241 2 (n ＋ 1)2 ＝ 242 (n ＋ 1)2 ＝ 121

n ＋ 1 ＝± 11 n ＝－ 1 ± 11 n ＝ 10，－ 12

n ＞ 0 より n ＝ 10
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問６．

(ｱ)点Ｅは長方形の紙ＡＢＣＤの辺ＡＤの中点だから、曲線ＡＥと曲線ＤＥの長さは等しくなる。

点Ｅから線分ＤＡに垂線ＥＭを引くと、点Ｍは線分ＤＡの中点となる。

したがって，ＤＥ＝ＡＥとなり、

ＥＭは二等辺三角形ＥＤＡの頂点ＥからＤＡに引いた垂線となり，

底面の円の直径と等しくなる。

したがって，ＥＭ＝ 6(cm)また，ＤＡ＝ 6(cm)より，ＡＭ＝ 3(cm)

よって，△ＡＭＥで，三平方の定理より，ＡＥ＝ ＝ ＝ (cm)

(ｲ)円柱をＤＡの延長線上で切り取って，側面を広げる。

右図のように，△ＡＣＤを△ＰＢＡの位置に移動させると，平行四辺形ＡＰＡ'Ｄ’ができる。

ここで，ＤＤ’＝ＡＡ'＝ 6 π(cm)，ＤＡ＝ＡＦ＝ 6(cm)より，6 π× 6 ＝ 36 π(cm
2
)

A と A' が一致しているので E は AD の真ん中にくる

AF ＝ DA’＝ 6 (cm)

AA'＝ 6 π(cm)

問７．

(ｱ) (a)4 (AC ＝ AG)

(b)3 (∠ CAE ＝∠ CBE)

(あ)2 (平行線の錯角は等しい)

(い)4 ( に対する円周角は等しい)

(う)7 (1辺とその両端の角がそれぞれ等しい)
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(ｲ)

△ ADB で，

AD ＝ AB より，

∠ ABD ＝∠ ADB ＝ 68 °，

∠ BAD ＝∠ BAC ＝ 180 － 68 × 2 ＝ 44 °

円周角の定理より，

∠ BFC ＝∠ BAC ＝ 44 °

また，

∠ AFB は直径に対する円周角より 90 °だから，

∠ AFC ＝ 90 － 44 ＝ 46 °

68°


